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安全のために必ず守ること
この「安全のために必ず守ること」をよくお読みのうえ、取り扱ってください。
ここに記載した注意事項は、安全に関する重要な内容です。必ずお守りください。

図記号の意味は次のとおりです。

お読みになったあとは、お使いになる方に必ず本書をお渡しください。
お使いになる方は、本書をいつでも見られるところに大切に保管してください。移設・修理の場合、工事
をされる方にお渡しください。また、お使いになる方が代わる場合、新しくお使いになる方にお渡しくだ
さい。

[1] 一般事項

取扱いを誤った場合、使用者が死亡または重傷を負うおそれのあるもの

取扱いを誤った場合、使用者が軽傷を負う、または物的損害が発生するおそ
れのあるもの

（一般禁止） （接触禁止） （水ぬれ禁止） （ぬれ手禁止） （一般指示）

一般事項

以下の特殊な環境では本製品を使用し
ない。
油・蒸気・有機溶剤・腐食ガス（アン
モニア・硫黄化合物・酸など）の多い
ところ
酸性やアルカリ性の溶液・特殊なスプ
レーなどを頻繁に使うところ 使用禁止
電気部品腐食により、感電・性能低下・
故障・発煙・火災の原因になります。

改造はしない。

禁止

改造すると、けが・感電・火災の原因に
なります。

据付・点検・修理をする周囲に子ども
を近づけない。

禁止
工具などが落下すると、けがの原因にな
ります。

本製品の近くに可燃物を置いたり、可
燃性スプレーを使用したりしない。 

禁止
引火・火災・爆発の原因になります。

水・液体で洗わない。

水ぬれ
禁止

ショート・漏電・感電・故障・発煙・発
火・火災の原因になります。

ぬれた手で電気部品に触れたり、USB
メモリ・タッチパネルを操作したりし
ない。

ぬれ手
禁止

感電・故障・発煙・発火・火災の原因に
なります。
ぬれた手を拭いてから、作業してくださ
い。

薬品を散布する前に運転を停止し、本
製品にカバーを掛ける。

指示を
実行

薬品が本製品にかかって損傷すると、け
が・感電の原因になります。

異常時（こげ臭いなど）は、運転を停
止して電源スイッチを切る。

指示を
実行

異常のまま運転を続けると、感電・故
障・火災の原因になります。
お買上げの販売店・お客様相談窓口に連
絡してください。
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[2] 移設・修理をするときに

本製品のカバーを取り付ける。 　

指示を
実行

ほこり・水が入ると、感電・発煙・発
火・火災の原因になります。

冷熱機器を遠隔操作する場合は、事前
に以下を実施する。
スケジュール制御などの設定状況を確
認する。
遠隔操作ができなくても、人や財産に
悪影響がでないことを確認する。
人がいることが分かっているときは、
運転、停止することを知らせておく。
乳幼児、お年寄り、病気の方や体の不
自由な方がいる場合は、状況を確認で
きる人が近くにいるときのみ使用す
る。
こまめに設定内容や運転状況を確認す
る。

　

指示を
実行

冷熱機器を建物外や別の部屋から操作す
る場合、冷熱機器や在室する人などの
状況が確認できないため、場合によっ
ては人命への影響や財産の損害が発生
する原因になります。
急激な外気温や室温の変化により、体調
をくずしたり、動植物に悪影響をおよ
ぼす原因になります。

植込み型医療機器（心臓ペースメー
カーなど）を装着している方は、本機
を装着部位から15cm程度以上離す。

　

指示を
実行

本機から発射される電波により、植込み
型医療機器（心臓ペースメーカーなど）
に誤動作などの影響が発生する原因に
なります。

ガラス部品に損傷するような力を加え
ない。

　

禁止
ガラス損傷によるけがの原因になりま
す。

先のとがった物で表示部・スイッチ・
ボタンを押さない。

　

使用禁止
感電・故障の原因になります。

部品端面に触れない。 　

接触禁止

けが・感電・故障の原因になります。

本製品の廃棄は専門業者に依頼する。 　

指示を
実行

お客様ご自身で処分すると、環境破壊の
原因になります。

移設・修理をするときに

改造はしない。 　

禁止

改造すると、けが・感電・火災の原因に
なります。
移設・分解・修理は販売店または専門業
者に依頼してください。
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商標、登録商標について

Android，Google Chromeは、Google LLC の商標です。
BACnet は、ASHRAEの商標です。
IOSは、Cisco の米国およびその他の国における商標または登録商標であり、ライセンスに基づき使用され
ています。
iPad，iPad mini，iBooks，Safari, macOS, Apple は、米国および他の国々で登録されたApple Inc. の商
標です。
Microsoft，Windows，Excel，Microsoft Edge，Windows Server は、米国Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における登録商標です。
MODBUSは、Schneider Electric USA Inc. の登録商標です。
Oracle と Java は、Oracle Corporation およびその子会社、関連会社の米国およびその他の国における登
録商標です。
その他、文中の社名、商品名などは各社の商標または登録商標である場合があります。

microSDHCロゴは、SD-3C, LLC の商標です。
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1. 空調管理システム(MELANS)
1-1. 概要

ここでは空調管理システム(MELANS)を構築するための各機器の接続方式やその制約について説明します。

[1] MAリモコン制御線(A制御)
室内ユニットに直接MAリモコンを接続する際に使用します。
接続方法については、「2. MAリモコン制御線の接続方法と制約（8ページ）」を参照してください。

[2] M-NET伝送線
各機器にアドレスを割り当てて制御する方式です。
室外機への接続部位により「集中管理用伝送線」と「室内外伝送線」があります。
各機器別の接続方法については「3. M-NET伝送線の接続方法と制約（13ページ）」を参照してください。

• 接続する機器に関する詳細は、各ユニットの据付工事マニュアルを参照してください。
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2. MAリモコン制御線の接続方法と制約
MAリモコンの接続方法と制約について説明します。

2-1. MAリモコン制御線の線種・導体断面積
MAリモコンの接続に使用する配線は下記条件を満足するものを選定してください。

※1 PAC-YT81HC(10m)、PAC-YT82HC(20m)の別売ケーブルも使用できます。
シティマルチS(PUSY-P80 112形)およびスリムK(PUZ-KP140 160形)を配線総延長が10m以上で使用する場合は、シールド
線(MVVS 0.3mm2 2心)を使用してください。

2-2. MAリモコン制御線の配線長の制約
MAリモコンで使用できる配線の長さは、機器の組み合わせによって異なります。
下表の長さを超えないように設計してください。

※1 機種により配線長が異なる場合があります。機種の据付工事説明書を参照してください。
※2 室内ユニットの形名の末尾がDMG1以降の製品が対象です。
※3 ユニット間、ユニットのリモコン間の総合計。

MAコンパクトリモコン
給湯機用リモコン
DT-R用リモコン
ジーニアスリモコン

ロスナイコンパクトリモコン
MAスマートリモコン
設備用パッケージ
エアコン用MAリモコン

MAスムースリモコン
受光アダプタ
低温機器用リモコン

線種 シース付ケーブル※1 VCTF・VCTFK・CVV・
VVR・VVF・VCT

線数 2心ケーブル

導体断面積 0.3mm2 (AWG22) 0.3 ～ 1.25mm2 
(AWG22 to 16)

MAスマートリモコン
設備用パッケージ
エアコン用
MAリモコン

MAコンパクト
リモコン
(PAC-SF01CR)

MAコンパクトリモコン
(左記以外)
給湯機用リモコン
DT-R用リモコン
ジーニアスリモコン
ロスナイコンパクトリモコン

MAスムース
リモコン
受光アダプタ
低温機器用
リモコン

最大
配線長

店舗・事務所用パッケー
ジエアコン
スリムエアコン

500m
(1リモコンの場合) 

200m
(2リモコンの場合)

150m
(1リモコンの場合

のみ)
500m 500m

ビル用マルチエアコン
設備用パッケージエアコ
ン

200m
(1リモコンの場合)※1

100m
(2リモコンの場合)※2

70ｍ
(1リモコンの場合

のみ)
200m 200m

換気送風機・
外気処理ユニット
（加熱加湿付きロスナイ）

200m※3 － 200m※3 －

低温機器・除湿機・
DT-R・ブラインクー
ラー・給湯機

－ － 250m 250m
8MEES25W009
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2-3. 配線例
MAリモコン制御線は、各ユニットのMAリモコン用端子台へ接続してください。
• MAリモコン制御線に極性はありません。
• リモコン端子台での渡り配線はできません。リモコンの端子台には配線は1本しか接続できません。

2-3-1. マルチエアコンシステムとの接続

(1) リモコン-室内ユニットの配線
• 室内ユニットのMAリモコン用端子台(TB15)へ接続してください。

(2) グループ運転する場合(図中、グループ03とグループ04)
• グループ運転する室内ユニットのMAリモコン用端子台(TB15)間を渡り配線し、いずれかの端子台
(TB15)にMAリモコンを接続してください。

• システムコントローラを併用する場合、システムコントローラでもリモコン配線と同じグループを構成し
てください。

• MAリモコンは、1グループあたり2台まで接続できます。この場合、1台を主リモコンに、もう1台を従
リモコンに設定してください。

• 1台のMAリモコンに接続できる室内ユニットは最大16台です。

TB7◎ ◎TB3 TB5◎ ◎TB15

室外ユニット(OC1)

室内ユニット(IC2) 室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC4)

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC2)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC1)

グループ01

TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15

MAリモコン(主) MAリモコン(従) MAリモコン

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC6) 室内ユニット(IC7) 室内ユニット(IC8)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC5)

MAリモコン(主)

TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15

MAリモコン(従)

グループ02

グループ04 グループ03

システム
コントローラ

CN41

CN41

冷媒系統1

冷媒系統2
9 MEES25W009
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2-3-2. スリムエアコンと接続する場合
MAリモコンの配線はシステム構成によって異なりますので、以下の例に従って接続してください。
• 冷媒アドレスの設定は室外ユニットのディップスイッチで行います。
(詳細は室外ユニットの据付工事説明書を参照してください。)

• で囲まれたすべての室内ユニットを1グループとして制御します。
• 図中、カッコ内の数字は、下の説明文の(1),(2)に対応します。

(1) リモコン-室内ユニットの配線
• 室内ユニットのMAリモコン用端子台(TB5)へ接続してください。
• 同時マルチタイプでは、異なる機種の室内ユニットが混在する場合、風速・ベーン・ルーバなど機能の多
い室内ユニットにリモコンを接続してください。

(2) 異冷媒系統でグルーピングする場合の配線
• リモコンケーブルによりグルーピングを行います。グルーピングする各冷媒系統の室内ユニット代表１台
のMAリモコン用端子台(TB5)間を渡り配線してください。

• 単一グループ内に異なる機種の室内ユニットが混在する場合、風速・ベーン・ルーバなど機能の多い室内
ユニットを親機(冷媒アドレス=00)としてください。また、親機が同時マルチタイプとなった場合には上
記(1)の条件を満たしてください。

• MAスマートリモコンでは最大16冷媒系統を1グループとして制御することができます。

• 同一冷媒系統の室内ユニットのMAリモコン用端子台(TB5)間の渡り配線はしないでください。システム
が正常に作動しない原因となります。

• 室内ユニットのMAリモコン用端子台(TB5)へ接続する場合、１つの端子台への配線は２本までとしてく
ださい。接触不良や配線外れの原因となります。

• リモコンの端子台に複数の配線を接続することはできません。

室外
ユニット

冷媒
アドレス＝00

TB1

室内ユニット
TB4

TB5

TB4
室内ユニット

主リモコン

（1）

同時ツイン
室外
ユニット

冷媒
アドレス＝00

TB1

室内ユニット
TB4

TB5

TB4
室内ユニット

主リモコン

（1）

従リモコン 主リモコン

（1）

従リモコン

同時ツイン
室外
ユニット

冷媒
アドレス＝00

TB1

室内ユニット
TB4

TB5

TB4
室内ユニット

主リモコン

（1）

個別ツイン冷媒
アドレス
　 ＝00TB1

TB5

MAスマート
リモコンは
室内ユニット
TB5へ接続して
ください

冷媒系統ごとにリモコンを接続する場合

室外
ユニット

冷媒
アドレス
＝00
（親機）TB1

室内ユニット
TB4

TB5

主リモコン

（1）

従リモコン

標準1：1 同時ツイン
室外
ユニット

冷媒
アドレス＝01
（子機）TB1

室内ユニット
TB4

TB5（2） （2）（2）
室内ユニット
TB4

冷媒
アドレス＝03
（子機）

個別ツイン
室外
ユニット

冷媒
アドレス＝04
（子機）TB1

室内ユニット
TB4

TB5
室内ユニット
TB4

室内ユニット
TB4

室外
ユニット

冷媒
アドレス＝02
（子機）TB1

室内ユニット
TB4

TB5 （2）
室内ユニット
TB4

同時トリプル

TB1

TB5

異冷媒系統でグルーピングする場合
10MEES25W009
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2-4. リモコンの主従設定
ひとつのグループに2台のMAリモコンを接続する場合、1台を主リモコンに、もう1台を従リモコンに設定
してください。
例)PAR-45MAの主/従設定方法
ご使用のリモコンにより設定方法が異なりますので、詳細についてはリモコンの据付工事説明書をご参照
ください。

(a) 手 順
1. リモコン本体の[メニュー ]ボタンを押して画面(a)
「メインメニュー」を開きます。

2. カーソルを移動し[  ]「初期設定」を選択して
[決定]ボタンを押し、画面(b)「初期設定メニュー」
を開きます。

(b) 3.「基本設定」を選択し画面(c)「基本設定メニュー」
を表示します。

(c) 4.「主従設定」を選択し画面(d)「主従設定」を表示し
ます。

(d) 5.「主リモコン」「従リモコン」を選択し、決定ボタン
で設定を更新します。
11 MEES25W009
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2-5. 対象機種一覧
製品名と形名との対応は以下の通りです。
※リモコンの形名は2023年12月現在のものです

品名 形名 品名 形名

MAスマートリモコン

PAR-30MA PAR-31MA, PAR-31MA-SE, PAR-32MA, PAR-33MA, 
PAR-34MA, PAR-35MA, PAR-36MA, PAR-37MA, 
PAR-38MA
PAR-40MA, PAR-41MA, PAR-42MA, PAR-43MA, PAR-43MA-P, 
PAR-44MA, PAR-44MA-P, PAR-45MA, PAR-45MA-P, PAR-46MA, 
PAR-46MA-P

MAコンパクトリモコン
PAC-YT52CR
PAC-SF01CR
PAC-SF01CR-P

MAスムースリモコン

PAR-24MA 
PAR-26MA
PAR-26MA1
PAR-26MA2

受光アダプタ
PAR-FA33M
PAR-FA33M1
PAR-FA34M

設備用パッケージエアコン用
MAリモコン

PAR-24MA-SE
PAR-25MA-SE
PAR-31MA-SE
PAR-35MA-SE

ジーニアスリモコン
PGL-62DR
PGL-62DR2
PGL-63DR

ロスナイ
コンパクトリモコン

PZ-N43SMF
PZ-N43SMF2

DT-R用リモコン
PAR-W31MA
PAR-W32MA 給湯機用リモコン

RP-8QB
PAR-W31MA
PAR-W32MA

低温機器用リモコン

RB-4DC
RB-4DF
RB-4DF1
RB-4DG
12MEES25W009



3. M-NET伝送線の接続方法と制約
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3. M-NET伝送線の接続方法と制約
本書ではAE-CZJ/EW-CZJのことをAE-C/EW-Cと表記しています。
本文中では各機器を製品名にて説明しています。機種名との対応は「3-1-8. 各種テーブル（31ページ）」の
製品名-型名対応表をご参照ください。

3-1.  M-NETシステム設計における制約
ここではM-NET伝送線（集中管理用伝送線・室内外伝送線）における制約について説明します。
M-NET伝送線のシステム設計の際には下表の制約1～7すべて満足するよう設計してください。制約が守ら
れない場合、装置の動作不良や通信異常の原因となります。制約に関する詳細は各章を参照してください。
• M-NET伝送線を分岐させて各機器間を自由に接続することが可能ですが、集中管理用伝送線と室内外伝
送線がループ接続にならないようにしてください。

• M-NET伝送線には極性はありません。

No. 制約の種類 詳細

制約1 伝送線に関する制約 安定した通信・電源供給を行うことを目的とした、伝送線の線種や導体断面積に関する制約
「3-1-1. [制約1] M-NET伝送線の線種・導体断面積（14ページ）」

制約2 最遠端距離の制約 信号の遅延に起因する通信不良防止を目的とした、端末間の通信距離に関する制約
「3-1-2. [制約2] 最遠端距離の制約（15ページ）」

制約3 接続台数の制約 M-NET 1系統あたりに接続できる台数に関する制約
「3-1-3. [制約3] 接続台数の制約（21ページ）」

制約4 管理台数の制約 通信量増加による通信不良防止を目的とした、システム内の管理台数に関する制約
「3-1-4. [制約4] 管理台数の制約（22ページ）」

制約5 給電能力/消費電力の制約 接続された各装置の総消費電力と給電能力に関する制約
「3-1-5. [制約5] 給電能力係数・消費電力係数の制約（24ページ）」

制約6 L係数の制約 信号品位低下による通信不良防止を目的とした、接続する機器の台数に関する制約
「3-1-6. [制約6] L係数の制約（27ページ）」

制約7 給電距離の制約 電圧降下による動作不良防止を目的とした、給電装置からの配線長に関する制約
「3-1-7. [制約7] 給電距離の制約（28ページ）」

[凡例]
本章で図中に表示される記号と意味は以下の通りです。
• リモコン端子台には配線は1本しか接続できず、端子台での渡り配線はできません。
また、各システム構成図において、集中管理用伝送線は太線で、室内外伝送線は細線で表現します。

給電装置よりM-NETに給電していることを示します。

AE-C/EW-CのCN21コネクタが取り外され、TB3へ給電していないことを示します。

室外ユニットのCN41にコネクタが挿入され、TB7へ給電していないことを示します。

リピーター (M-NET信号の中継装置)が内蔵されていることを示します。

CN21

なし

CN41
13 MEES25W009
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3-1-1. [制約1] M-NET伝送線の線種・導体断面積
M-NET伝送線とMEリモコン線は、以下の仕様のものを使用してください。

※1 エコケーブルは、シースが黒色の耐燃性ケーブルを選定してください。
※2 断面積および線径の上限は機種により異なります。各機種の据付工事説明書を確認してください。
※3 0.75mm2までの線径を推奨します。PAC-YT81HC(10m)の別売ケーブルも使用できます。
※4 10mを超える部分は、室内外伝送線最遠長の内数としてください。

10m以下の場合 10mを超える場合※4

MEリモコン線

種類 シールド線　CVV-S・CPEV-S・MVV-S
エコケーブル※1　(参考)EM-CEE-S・EM-CPEE-S・EM-MEE-S

線数 2心ケーブル

断面積または線径※2 0.3～1.25mm2  (AWG22 to 16)
またはφ0.65～φ1.2mm※3 1.25mm2またはφ1.2mm (AWG 16)

M-NET伝送線

種類 シールド線　CVV-S・CPEV-S・MVV-S
エコケーブル※1　(参考)EM-CEE-S・EM-CPEE-S・EM-MEE-S

線数 2心ケーブル
断面積または線径※2 1.25mm2またはφ1.2mm以上 (AWG 16)

最大配線長
以下章を参照し、配線長の制約を満足するよう設計してください。
・最遠端距離 1000m(500m): 「3-1-2. [制約2] 最遠端距離の制約（15ページ）」
・給電距離 200m: 「3-1-7. [制約7] 給電距離の制約（28ページ）」
14MEES25W009
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3-1-2. [制約2] 最遠端距離の制約
[1] 概要

M-NET伝送線（集中管理用伝送線・室内外伝送線）の配線長において、機器間の最大通信距離（配線長）
や、通過するリピーターの台数は、以下条件を満足するように設計してください。

MEリモコンを接続する場合の配線長は、「3-1-2. [2] (4) MEリモコンを使用する場合の最遠端距離と給電
距離の計算例（17ページ）」を参照してください。

制約
• 接続されている機器がすべて「伝送距離1km対応」機器の場合：1OOOm以内
•「伝送距離1km対応」でない機器を同一系統内に含む場合：500m以内
• 端末間通信が通過するリピーターは4台以下

[2] 最遠端距離の算出方法
(1) 各機器の配線例と最遠端距離の計算例1

(全てが「伝送距離1km(1000m)対応」機種の場合)

通信距離は、M-NETの末端に接続された機器から他方の末端の機器までの距離を配線長から求めます。
この配線例では、末端に接続された機器間の通信距離は以下のようになります。
① AE-C/EW-C⇔IC6の距離= a:20 + b:120 + e: 100 + f: 50 ＋ g: 150 = 440m 
② AE-C/EW-C⇔IC3の距離= a:20 + b:120 + c: 200 + d: 100 = 440m
③ IC6⇔IC3の距離 = g: 150 + f: 50 + e: 100 + c: 200 + d: 100 = 600m

最も離れた機器は、③IC6～IC3間で両者の通信距離は600mとなり、このM-NET系統に接続された機器は
すべて「伝送距離1km(1000m)対応」機器のため、
600m ≦ 1000m

となり制約を満足します。

TB3TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC1)

TB2◎ ◎

給電拡張ユニット

TB3TB2◎ ◎

給電拡張ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

CN41

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC1)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC2)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC3)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC2)

TB3TB2◎ ◎

給電拡張ユニット
CN41

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC4)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC5)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC6)

e: 100m

a: 20m b: 120m c: 200m

f: 50m g: 150m

d: 100m

IC3⇔IC6の距離 = 600m ≦ 1000m

CN21

あり
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(2) 各機器の配線例と最遠端距離の計算例2
(「伝送距離1km(1000m)対応」ではない機器が1台以上含まれている場合)

通信距離は、M-NETの末端に接続された機器から他方の末端の機器までの距離を配線長から求めます。
この配線例では、末端に接続された機器間の通信距離は以下のようになります。
① AE-C/EW-C⇔IC6の距離= a:20 + b:120 + e: 100 + f: 50 ＋ g: 150 = 440m 
② AE-C/EW-C⇔IC3の距離= a:20 + b:120 + c: 200 + d: 100 = 440m
③ IC6⇔IC3の距離 = g: 150 + f: 50 + e: 100 + c: 200 + d: 100 = 600m

最も離れた機器は、③IC6～IC3間で両者の通信距離は600mとなり、このM-NET系統に「伝送距離
1km(1000m)対応」でない機器が1台以上含まれているため、
IC3～IC6間 ＝ 600m > 500m

となり制約を満足しません。
この場合は、配線の見直しが必要です。（「3-1-2. [2] (3) M-NET配線系統見直しによる、最遠端の距離制約
内への改善例（17ページ）」を参照してください。）

TB3TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC1)

TB2◎ ◎

給電拡張ユニット

TB3TB2◎ ◎

給電拡張ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

CN41

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC1)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
伝送距離1km非対応
機器(IC2)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC3)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC2)

TB3TB2◎ ◎

給電拡張ユニット
CN41

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC4)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC5)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC6)

e: 100m

a: 20m b: 120m c: 200m

f: 50m g: 150m

d: 100m

IC3⇔IC6の距離 = 600m > 500m
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(3) M-NET配線系統見直しによる、最遠端の距離制約内への改善例
(OC1から分岐し配線することで、最遠端距離を制約内にする事例を示します)

この例ではIC3の接続位置を見直すことにより、各機器間の通信距離は以下のとおり改善します。
① AE-C/EW-C⇔IC2の距離： a: 20 + b: 120 + c1: 200 ＝ 340m
② AE-C/EW-C⇔IC3の距離： a: 20 + b: 120 + c2: 150 ＝ 290m
③ AE-C/EW-C⇔IC6の距離： a: 20 + b: 120 + e: 100 + f: 50 + g: 150 ＝ 440m
④ IC2⇔IC6の距離 ： c1: 200 + e: 100 + f: 50 + g: 150 ＝ 500m
⑤ IC3⇔IC6の距離 ： c2: 150 + e: 100 + f: 50 + g: 150 ＝ 450m

最も離れた機器は、④IC2とIC6間で両者の通信距離は500mとなり、「伝送距離1000m(1km)対応」でな
い機器が含まれている場合でも、
500m ≦ 500m

となり制約を満足します。

(4) MEリモコンを使用する場合の最遠端距離と給電距離の計算例
MEリモコンを使用しリモコンの配線長が10mを超える場合は、10mを超えた配線長を給電距離および最遠
端距離に含め、制約を満足するように設計してください。

上の例での給電距離および最遠端距離は
① OC1⇔MEリモコンまでの給電距離 = b:180+c:20 = 200m
② AE-C/EW-C⇔MEリモコンまでの最遠端距離 = a:200+b:180+c:20 = 400m

となります。

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC3)

c2: 150m

TB3TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC1)

TB2◎ ◎

給電拡張ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

CN41

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC1)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC2)

a: 20m b: 120m c1: 200m

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC2)

TB3TB2◎ ◎

給電拡張ユニット
CN41

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC4)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC5)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC6)

e: 100m
f: 50m g: 150m

IC2⇔IC6の距離 = 500m ≦ 500m

IC3～リモコン間で
10mを超える配線長

MEリモコン

d: 10m

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC1)

TB3◎

AE-C/EW-C

CN41

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC1)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC2)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC3)

a: 200m b: 180m c: 20m
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[3] リピーター使用時の制限
リピーターはM-NET伝送線の信号波形を増幅／整形する中継装置で、伝送線用給電拡張ユニットやビル用マ
ルチエアコンの室外ユニット等に内蔵されています。機器間通信で通過するリピーター台数が4台以下とな
るようシステム構成を決定してください。

リピーター内蔵機器
• 伝送線用給電拡張ユニット
• ビル用マルチエアコンの室外ユニット
• 設備用パッケージエアコンの室外ユニット
• コンデンシングユニット
• DT-R
• ブラインクーラー
• 給湯機

(1) 集中管理用伝送線へ伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合
集中管理用伝送線に伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合は、以下の点にご注意ください。
• 伝送線用給電拡張ユニットのTB2、TB3の両方を接続した状態で使用してください。
• 室外ユニットのTB7端子接続による渡り線は、リピーター台数には含みません。

上記の例では、リピーター台数は次の通りとなり、いずれも4台以内ですので制約を満足します。
  ① システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC2)間 = 2台
  ② システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC4)間 = 2台
  ③ 室内ユニット(IC2)と室内ユニット(IC4)間 = 2台

TB7◎ ◎TB3 TB5◎ ◎TB15

室外ユニット(OC1)
リピーター②

室内ユニット(IC1)

M-NET
(室内外伝送線)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC2)

◎TB3

システムコントローラ(SC)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット
リピーター①

M-NET
(集中管理用伝送線)

TB7◎ ◎TB3 TB5◎ ◎TB15

室外ユニット(OC2)
リピーター③

室内ユニット(IC3)

M-NET
(室内外伝送線)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC4)

CN41

CN41
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(2) 室内外伝送線に伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合
室内外伝送線にリピーターを接続する場合は、リピーター段数が4台以下になるようシステムを構成してく
ださい。
• 伝送線用給電拡張ユニットを直列に接続しないでください。

上記の例では、リピーター台数は次の通りとなり、いずれも4台以内ですので制約を満足します。
  ① システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC2)間 = 2台
  ② システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC4)間 = 2台
  ③ 室内ユニット(IC2)と室内ユニット(IC4)間 = 4台

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC1)
リピーター①

M-NET
(室内外伝送線)

◎TB3

システムコントローラ(SC)

M-NET
(集中管理用伝送線)

TB7◎ ◎TB3 TB5◎ ◎TB15

室外ユニット(OC2)
リピーター③

室内ユニット(IC3)

M-NET
(室内外伝送線)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC4)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット2
リピーター④CN41

CN41

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC1)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC2)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット1
リピーター②
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(3) 制約を満足しない例
下記の配線例では、室内ユニット(IC2)と室内ユニット(IC4)間のリピーター台数が5台となり制約を満足し
ません。
リピーターの接続位置を見直し、リピーター台数が4台以内となるようにしてください。

上記の例では、構成図上、リピーター台数は、
  ① システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC2)間 = 2台
  ② システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC4)間 = 3台
  ③ 室内ユニット(IC2)と室内ユニット(IC4)間 = 5台
となり、最大のリピーター台数は③の
　　5台 > 4台
となり、制約を満足しません。
この場合は、配線の見直しが必要です。

改善後は、
  ① システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC2)間 = 3台
  ② システムコントローラ(SC)と室内ユニット(IC4)間 = 3台
  ③ 室内ユニット(IC2)と室内ユニット(IC4)間 = 4台
となり、接続位置見直しによりリピーター台数を改善できます。

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC1)
リピーター①

M-NET
(室内外伝送線)

◎TB3

システムコントローラ(SC)

M-NET
(集中管理用伝送線)

TB7◎ ◎TB3 TB5◎ ◎TB15

室外ユニット(OC2)
リピーター④

室内ユニット(IC3)

M-NET
(室内外伝送線)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC4)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット3
リピーター⑤

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC1)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC2)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット1
リピーター②

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット2
リピーター③

CN41

CN41

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC1)
リピーター①

M-NET
(室内外伝送線)

◎TB3

システムコントローラ
(SC)

M-NET
(集中管理用伝送線)

TB7◎ ◎TB3 TB5◎ ◎TB15

室外ユニット(OC2)
リピーター④

室内ユニット(IC3)

M-NET
(室内外伝送線)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC4)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット3
リピーター⑤CN41

CN41

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC1)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC2)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット1
リピーター②

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット2
リピーター③

給電拡張ユニットの
位置を変更
20MEES25W009



3. M-NET伝送線の接続方法と制約

MEES25W009.BOOK  21 ページ  ２０２５年６月１９日　木曜日　午後２時２３分
3-1-3. [制約3] 接続台数の制約
M-NET(1系統)に接続する機器は、以下の(1)(2)の制約を両方満足するよう接続台数を決定してください。
なお、MELく～るLINKを利用する場合は、別途接続台数の制約があります。詳細は、MELく～るLINKの取
扱説明書を確認してください。
(1) 各機種の最大接続台数以内となるようにしてください。
(2) 下表と室内ユニット換算の計算式を参照して室内ユニット台数に換算し、室内ユニット換算で最大50台
以内としてください。

【室内ユニット換算の計算式について】
(空調機)＋(水冷式パッケージエアコン)+(換気送風機)+(ファンコイルユニット)+(チラー (DT-R)×3)+(空冷
式ブラインクーラ×3)+(給湯機×２)+(低温機器((ハイ)クオリティコントローラ))+(低温機器(コンデンシン
グユニット(トリプル)))+(除湿機) ≦ 50

※1 17～24台接続した場合、他の機器は混在できません。
※2「運転データ取得頻度強化ライセンス(コンデンシングユニット)」を利用する場合、M-NET(1系統)に接

続する最大接続台数は17台としてください。
「運転データ取得頻度強化ライセンス(コンデンシングユニット)」を利用しない場合、M-NET(1系統)に
接続する最大接続数は32台としてください。
なお、低温機器(コンデンシングユニット(トリプル))については、室内ユニット換算最大台数による制約
のため、M-NET(1系統)に接続する最大接続数は25台となります。

※3 低温機器(コンデンシングユニット(トリプル))は、1ユニットあたり1とカウントしてください。なお、
シングルまたはマルチについてはカウント不要です。

機種 (1)最大接続台数
(2)室内ユニット
換算台数 最大合計台数

空調機 50 接続台数×1

50

水冷式パッケージエアコン 50 接続台数×1

換気送風機 50 接続台数×1

ファンコイルユニット 50 接続台数×1

チラー (DT-R)
16

17～24 ※1
接続台数×3

空冷式ブラインクーラ 16
17～24 ※1

接続台数×3

給湯機 24 接続台数×2

低温機器 ((ハイ)クオリティコントローラ) 50 接続台数×1

低温機器 (コンデンシング
ユニット) ※3

シングル
17または32 ※2

0

マルチ 0

トリプル 17または25 ※2 接続台数×1

産業用除湿機 50 接続台数×1
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3-1-4. [制約4] 管理台数の制約
[1] 概要

管理台数の制約とは、通信量増加による通信不良防止を目的として、MEリモコン／システムコントローラー
が管理する空調機器等の台数に関する制約です。
M-NET伝送線(1系統）に接続されたMEリモコン／システムコントローラが管理する機器台数をカウント、
その合計値が 制約内となるように設計してください。

制約
• 各MEリモコン／システムコントローラが管理する機器台数の合計　150
※設備用パッケージエアコンの室内ユニットを含む場合は100以内としてください。

[2] 管理台数の算出方法
（1）1台のMEリモコン／システムリモコンが管理する機器の台数をカウントする。
（2）1系統内すべてのMEリモコン／システムリモコンのカウント値を合計し制約を満たすか確認する。

【カウント上の注意】
• 制御基板を2枚搭載する空調機の室内ユニットは、M-NETアドレスを2つ設定するため、2とカウントし
てください。

• DT-R、空冷式ブラインクーラは1ユニット(CH + CL)で2アドレスですが、通信トラフィックを考慮して
1ユニットあたり3とカウントしてください（換算します）。

• 給湯機は1ユニットで1アドレスですが、通信トラフィックを考慮して1ユニットあたり2とカウントして
ください（換算します）。
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(1) M-NET管理機器総数の判定例
ビル用マルチエアコンの室内ユニットを上位システムコントローラ(AE-C/EW-C）、下位システムコントロー
ラ(PAC-SF50AT(1)）、ON/OFFリモコンで管理する例を以下に示します。

(2) M-NET管理総数判定結果

室内ユニット：21台(アドレス０05～025)

⇒アドレス換算数=3DT-R：1台(アドレス001+051)

⇒アドレス換算数=2業務用エコキュート：１台(アドレス002)

⇒アドレス換算数=1計量(60)MC：１台(アドレス023)

⇒アドレス換算数=1環境(63)MC：１台(アドレス024)

室内ユニット：10台(アドレス026～035)

室内ユニット：１１台(アドレス036～046)

⇒アドレス換算数=21

⇒アドレス換算数=10

⇒アドレス換算数=11

MEリモコン：10台(アドレス126～135)

MEリモコン：６台(アドレス126～135)

⇒アドレス換算数=10

⇒アドレス換算数=11

①上位システムコントローラのAE-C/EW-Cで管理する室内ユニット

②下位システムリモコンで管理する室内ユニットとMEリモコン

③下位システムリモコンで管理する室内ユニットとMEリモコン

イラスト内
No.

管理対象リモコン・
システムコントローラ

空調機
アドレス数

DT-Rアドレス
換算数

給湯機アドレス
換算数

計量・環境MC
アドレス数

管理総数
小計

① AE-C/EW-C 21 3 2 2 28
② システムリモコン

PAC-SF50AT(1) 10 － － － 10

④ ON/OFFリモコン 11 － － － 11
③＋⑤ MEリモコン 10+6 － － － 16

M-NET管理総数　合計 65
判定結果 M-NET管理総数＝65 < 150以下となりOK
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3-1-5. [制約5] 給電能力係数・消費電力係数の制約
[1] 概要

給電能カ・消費電力の制約とは、M-NET伝送線に接続された各機器がM-NET通信のために消費する電力と、
それら機器に対して給電する装置の給電能力に関する制約です。
給電ユニットの給電能力係数は、接続された機器の消費電力係数の合計値以上となるよう設計してください。

制約
• 給電能力係数 ≧ 消費電力係数

• ひとつの伝送線に複数の給電機器から給電すること(給電能力係数の合算)はできません。

[2] 給電方法と設定
主な給電方法と設定方法を説明します。

(1) 給電ユニットから給電する場合
集中管理用伝送線(室外ユニットTB7側)に給電する場合は、給電ユニットもしくは給電拡張ユニットをご使
用ください。
• AE-C/EW-Cと給電ユニットとを接続する場合は、 AE-C/EW-CのCN21コネクタを取り外してください。
• 室外ユニットは、CN41コネクタを挿入してください。
• 給電ユニットから各機器までの距離は、「3-1-2. [制約2] 最遠端距離の制約（15ページ）」を参照してく
ださい。

室内外伝送線(室外ユニットTB3側)に給電する場合は、給電拡張ユニットをご使用ください。
詳細は「3-1-2. [3] (1) 集中管理用伝送線へ伝送線用給電拡張ユニットを接続する場合（18ページ）」を参
照してください。

• AE-C/EW-Cと給電ユニットとを接続する場合は、 AE-C/EW-CのCN21コネクタを取り外してください。
•  室外ユニットは、CN41コネクタを挿入してください。

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC1)

M-NET
(室内外伝送線)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC2)

◎TB3

システムコントローラ(SC)

TB2◎

伝送線用給電ユニット

M-NET
(集中管理用伝送線)

M-NET
(室内外伝送線)

MEリモコン

CN21

なし

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC3)

TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC4)

TB2◎ ◎TB3

給電拡張ユニット

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC2)

CN41

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC１)

CN41
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(2) AE-C/EW-Cから給電する場合
集中管理用伝送線へ接続したAE-C/EW-Cから給電する場合、CN21コネクタを取り付けた状態でご使用く
ださい。

• 同じ集中管理用伝送線に接続した給電装置から給電する場合は、二重給電とならないようCN21は取り外
してください。

(3) 室外ユニットから集中管理用伝送線へ給電する場合
室外ユニットの給電切替コネクター (CN40/CN41)の設定により、室外ユニットから集中管理用伝送線へ給
電することができます。室外ユニットから給電する場合はCN40にコネクタを挿入し、給電しない場合には
CN41にコネクタを挿入してください。
以下の表に設定例を示します。

※1 給電コネクター (CN40)へコネクタ挿入はシステム内で1台のみとし、それ以外の室外ユニットは
CN41にコネクタを挿入してください。

※2 システムコントローラを接続する場合は、接続されるすべての室外ユニットの集中管理スイッチ(SW5-
1)を“ON”にしてください。

※3 室外ユニットから集中管理用伝送線に接続されたシステムコントローラへ給電する場合、室外ユニット
の故障や停止によりシステムコントローラも停止し、管理している他の機器の動作に影響したり、画面
上に異常表示が出る場合があります。

• システムコントローラを接続する場合、接続される全室外ユニットの集中管理スイッチ(SW5-1)を
“ON”にしてください。

• 工場出荷時は給電切り替えコネクターはCN41に挿入されています。

CN21

AE-C 背面 EW-C背面

冷媒系統 システムコントローラ
(集中管理用伝送線) 給電ユニット 異冷媒

グルーピング運転
室外ユニット
給電切替コネクター

室外ユニット
集中管理スイッ
チ
SW5-1※2

単一冷媒 なし － － CN41 OFF

複数冷媒

なし なし
なし 全ユニットCN41 OFF

あり 1台のみCN40※1 OFF

システムコントローラ
あり あり/なし 全ユニットCN41 ON

なし あり/なし 1台のみCN40※1 ON
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[3] 給電能力係数・消費電力の確認方法
M-NET伝送線に電力供給する電源の給電能力係数が、接続される機器の消費電力係数の合計以上となるかを
確認してください。

［A]M-NET伝送線への給電方法／機器から給電能力係数を求めます。
 詳細は、指定のページを参照してください。「3-1-8. [2] 給電能力係数一覧表（31ページ）」

［B]M-NETに接続された機器の消費電力係数から全体の合計値を求めます。
 詳細は、指定のページを参照してください。「3-1-8. [3] 消費電力係数、L係数一覧表（32ページ）」

給電能力係数[A] > 消費電力係数[B]となるようにM-NET配線を設計してください。

上記条件を満足しない場合には、M-NETに対して給電ユニットや給電拡張ユニットを追加する必要がありま
す。
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3-1-6. [制約6] L係数の制約
[1] 概要

M-NET伝送線における信号品位低下による通信不良防止を目的とした、接続機器台数に関する制約です。
消費電力係数・L係数を元に、受電する各機器のL係数の合計を給電系統ことに算出し、制約内になるように
設計してください。
• L係数については、「3-1-8. [3] 消費電力係数、L係数一覧表（32ページ）」を参照してください。

制約
• 受電機器のL係数の合計値 ≦ 40

集中管理用伝送線の場合
• 給電ユニットから受電する機器のL係数の合計
• 給電拡張ユニットから受電する機器のL係数の合計
• 給電能力のあるシステムコントローラから受電する機器のL係数の合計

室内外伝送線の場合
• 室外ユニットから受電する機器のL係数の合計
• 伝送線給電拡張ユニットから受電する機器のL係数の合計

[2] L係数算出方法
＜L係数の計算例＞

AE-C/EW-C

集中管理用伝送線

室内外伝送線 室内外管理伝送線

給電
ユニット

給電拡張
ユニット

給電

給電ユニットから受電する機器のL係数の合計：2
（40以下のため問題なし）
計量MC　1台：　L係数　1
環境MC　1台：　L係数　1

室外ユニット①から受電
する機器のL係数の合計：35
（40以下のため問題なし）

室内ユニット 2台：　L係数　2
MEリモコン 2台：　L係数　2
室外ユニット②から受電
する機器のL係数の合計：4
（40以下のため問題なし）

給電拡張ユニットから受電する機器のL係数の合計：21
（40以下のため問題なし）
室内ユニット 10台 ：L係数 10
MEリモコン 10台 ：L係数 10
ON/OFFリモコン 1台 ：L係数 1

室内ユニット 15台 ：L係数 15
MEリモコン 15台 ：L係数 15
システムリモコン 1台 ：L係数 5

給電

給電

計量MC 環境MC

室外
ユニット①

室内
ユニット

MEリモコン ・・・・

・・・・
001 002 015

115 115 117

017016
システムリモコン

102101

201

221

室外
ユニット②

室内
ユニット

MEリモコン ・・・・

・・・・
021 022 030

130

ON/OFFリモコン

122121

201201201201201202012010202012020120201201200020120120120120

TB2

TB3
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3-1-7. [制約7] 給電距離の制約
[1] 概要

給電距離の制約とは、伝送線の引き回しによる電圧降下の影響を回避することを目的とした制約です。
集中管理用伝送線、室内外伝送線にはそれぞれに給電装置を設ける必要があり、給電装置から各機器までの
距離は200m以内となるよう設計してください。
• 給電能力については、「3-1-5. [制約5] 給電能力係数・消費電力係数の制約（24ページ）」を参照してく
ださい。

制約
• 給電装置から各機器までの距離　200m以内

[2] 最大給電距離の算出方法
各機器の配線例を示します。

M-NETの給電装置から各機器までの距離（配線長）を計算し、その距離（上図a, b, c）が200m以内となる
ようにしてください。
• MEリモコンを使用する場合は、リモコンの配線長を別途考慮する必要があります。
詳細は指定のページを参照してください。「3-1-2. [2] (4) MEリモコンを使用する場合の最遠端距離と給
電距離の計算例（17ページ）」

M-NET伝送線に給電する装置

※1 CN40にコネクタを挿入した場合。
※2 TB3のみで使用することはできません。TB3とTB2の両方に確実にM-NET伝送線を接続してください。

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

PAC-SF50AT*

TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット

室内ユニット 室内ユニット

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット

・・・・・・

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット 室内ユニット

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット

・・・・・・

a: 200m以内
b: 200m以内

(室内外伝送線)

c: 200m以内

(室内外伝送線)

(集中管理用伝送線)

CN41

CN41

○：機能あり　×：機能なし
品名 集中管理用伝送線への給電 室内外伝送線への給電

ビル用マルチエアコン室外ユニット
○※1 ○設備用パッケージエアコン室外ユニット

コンデンシングユニット
DT-R ○※1 ×
給湯機 × ×
空調冷熱総合管理システム(CN21あり) ○ ×
伝送線用給電ユニット ○ ×
伝送線用給電拡張ユニット※2 ○ ○
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[3] 給電距離が200mを超える場合の改善例
給電距離が200mを超える配線は、以下のような方法で給電距離が200m以内となるようにしてください。

(1) 集中管理用伝送線の給電距離が200mを超える場合
改善例1：集中管理用伝送線の分岐位置変更

改善例2：給電ユニットの追加
下図配線例の場合、給電ユニットを追加することで、システムリモコン～OC2までの給電距離を最大300m
まで延長することができるようになります。
• 伝送線用給電拡張ユニットを使用して給電距離を拡張することも可能です。詳細は「3-1-2. [3] リピー
ター使用時の制限（18ページ）」を参照してください。

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C 室外ユニット(OC1)

150m150m

TB7◎ ◎TB3

CN41
CN21

なし

CN21

なし

室外ユニット(OC2)

TB7◎ ◎TB3

CN41

ICへICへ

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C 室外ユニット(OC1)

150m

150m

TB7◎ ◎TB3

CN41

ICへ

室外ユニット(OC2)

TB7◎ ◎TB3

CN41

ICへ

分岐位置を変更 給電ユニット～OC2間=300m > 200m

給電ユニット～OC1間=150m ≦ 200m
給電ユニット～OC2間=150m ≦ 200m

TB3◎

AE-C/EW-C 室外ユニット(OC1)

150m150m

TB7◎ ◎TB3

CN41

室外ユニット(OC2)

TB7◎ ◎TB3

CN41

ICへ

室外ユニット(OC2)

TB7◎ ◎TB3

CN41

ICへ

ICへ

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C 室外ユニット(OC1)

100m 50m 150m

TB7◎ ◎TB3

CN41

ICへ

CN21

なし

給電ユニットを追加
AE-C/EW-C～OC2間=300m > 200m

給電ユニット～AE-C/EW-C間=150m ≦ 200m
給電ユニット～OC2間=200m ≦ 200m
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(2) 室内外伝送線の給電距離が200mを超える場合
改善例1：室内外伝送線を分岐することで、給電距離を200m以下に収めることができます。

改善例2：伝送線用給電拡張ユニットの追加
詳細は「3-1-2. [3] リピーター使用時の制限（18ページ）」を参照してください。
• 室内外伝送線に給電ユニットを接続することはできません。

TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OC1)
室内ユニット
(IC1)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC2)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC3)

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC4)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC5)

200mを超える場合

TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OC1)
室内ユニット
(IC1)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC2)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC3)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC4)

TB15TB5◎ ◎

室内ユニット
(IC5)

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

200m以内

200m以内

CN41

CN41

CN21

なし

CN21

なし

分岐位置を変更
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3-1-8. 各種テーブル
[1] 製品名－形名対応表

本資料に記載の製品名と製品形名の対応は下記のとおりです。

[2] 給電能力係数一覧表
各機器の給電能力係数は下表を参照してください。

※1 シティマルチＳ、シティマルチYGR標準シリーズP224、P280(S)形、高効率シリーズP140～P280(S)形を除く。
※2 P224形以上の室内ユニットが接続される場合は、給電能力係数を6(24)差し引いた値としてください。
※3 シティマルチYGR標準シリーズP224、P280(Ｓ)形、高効率シリーズP140～P280(Ｓ)形。
※4 シティマルチS、シティマルチYGR標準シリーズP224、P280(Ｓ)形、高効率シリーズP140～P280(S)形は消費電力係数

が0の機器を接続できます。消費電力係数1以上の機器を接続する場合は、伝送線用給電ユニット(別売)または、伝送線用給電基
板(別売)を使用してください。

※5 室外ユニットに取付けて給電能力を拡張する基板です。

製品名 製品形名

空調冷熱総合管理システム
システムコントローラ

AE-C, EW-C
AE-200*, AE-50*, EW-50*

システムリモコン PAC-SF50AT*

ON/OFFリモコン PAC-YT40ANR-W*

伝送線用給電拡張ユニット PAC-SF46EP*

伝送線用給電ユニット PAC-SC51KU

*は、アルファベットや数字の1文字を示します。

製品名 給電能力係数 うち集中管理用伝送線
(TB7)への給電

うち室内外伝送線
(TB3)への給電

ビル用マルチエアコン室外ユニット※1 32 (128)※2 最大7.50 (30) 32 (128)-TB7使用分
ビル用マルチエアコン室外ユニット※3 16 (64)※2 0※4 16 (64)
ビル用マルチエアコン室外ユニット
マルチＳ 12 (48) 0※4 12 (48)

コンデンシングユニット 16 (64) 0 16 (64)
伝送線用給電基板(PAC-KS01PS)※5 32 (128)※2 最大7.5 (30) 32 (128)-TB7使用分
伝送線用給電ユニット 5 (20) 5 (20) －
伝送線用給電拡張ユニット 25 (100)※2 いずれかに25 (100)
空調冷熱総合管理システム(AE-CZJ、EW-CZJ) 0.75 (3) 0.75 (3) －
空調冷熱総合管理システム(AE-200J、AE-50J) 0.75 (3) 0.75 (3) －
空調冷熱総合管理システム(EW-50J) 1.5 (6) 1.5 (6) －
遠隔監視接続用デバイス(MCC-50J) 1.5 (6) 1.5 (6) －

( )内は旧係数
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[3] 消費電力係数、L係数一覧表
各機器の消費電力係数、およびL係数は下表を参照してください。

製品名 消費電力係数 Ｌ係数
ビル用マルチエアコン室内ユニット(形名の能力がP160以下) 1 (4) 1
ビル用マルチエアコン室内ユニット(形名の能力がP224以上および外気処理エアコン) 2 (8) 2
分流コントローラ 2 (8) 1
遮断弁キット・フロンガス警報機用インターフェース 0.75 (3) 1
業務用単独加湿ユニット 0 (0) 0
換気扇・ロスナイ(換気関連機器用フリープランアダプタによる接続) 0 (0) 0
エアー搬送ファン(送風機用フリープランアダプタによる接続) 0 (0) 0
ファンコイルユニット 1 (4) 1
水冷式パッケージエアコン 1 (4) 1
クオリティコントローラ 0 (0) 0
システムリモコン 1.5 (6) 5
ON/OFFリモコン 1 (4) 1
MEリモコン 0.5 (2) 1
計量(60)MC 0.25 (1) 1
汎用(66)DC 0.25 (1) 1
環境(63)MC 0.25 (1) 1
Ａ制御スリム機種用(M-NET接続用アダプタ・システム制御用アダプタによる接続) 0 (0) 0
ルームエアコン・ハウジングエアコン用(システム制御用インターフェースによる接続) 0 (0) 0
除湿機 0 (0) 0
ビル用マルチエアコン室外ユニット(TB7) 0 (0) 0
DT-R(TB7) 0 (0) 0
ブラインクーラ 0 (0) 0
給湯機(TB7) 0 (0) 0
コンデンシングユニット(TB7) 0 (0) 0

( )内は旧係数
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3-2. M-NETアドレス・システム構成

3-2-1. M-NETアドレスの設定概要
M-NETで空調機などを管理するためには、各機器1台ごとに固有のM-NETアドレスを割り当てる必要があり
ます。本項でM-NETアドレスの設定の方法を説明します。

3-2-2. M-NETアドレスとシステム構成
各システム構成におけるアドレス設定範囲およびシステム構成図を示します。
※構成図に記載の「TB*」は端子台を、数値はアドレス設定例を示します。

[1] R32冷媒 ビル用マルチエアコン
R32冷媒ビル用マルチエアコンの接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。

( )内の数値は、工場出荷時設定です。

• MEリモコンは使用できません。
• PAC-SF50AT*は使用できません。
• フロンガス警報機を使用する場合は、MAコンパクトリモコン、MAスムースリモコン、ワイヤレスリモ
コンが使用可能です。

• その他の制約事項については、「R32冷媒対応 施工/サービスマニュアル」も合わせてご参照ください。
• リモコン端子台には配線は1本しか接続できないため、端子台での渡り配線はできません。

ユニットまたはコントローラ 記号 M-NET1系統内の
最大接続台数

M-NETアドレス
設定範囲

M-NETアドレス
決定方法

室内ユニット IC 50 01～50
(00)

同一グループ内の親機にしたい室内ユニットを最
も若いアドレスにし、同一グループ内の室内ユ
ニットアドレスを連番に設定してください。

室外ユニット

親機 OC

50 51～100
(00)

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレスは連番に
設定してください。
同一冷媒回路系の室外ユニットの OC，OS1，
OS2は自動判別され、能力の大きな順(能力が同
一の場合はアドレスの若い順)にOC，OS1，OS2
となります。

子機 OS

遮断弁キット SV 50 151～200
(00)

工場出荷時から変更する必要はありません。工場
出荷時のままの場合、室外ユニットOC、OS1、
OS2 の中で最も若いアドレス+100 から順に自
動でアドレスが設定されます。

MAリモコン
(PAR-46MA(-P)以降)

主リモコン MA
M-NETには接続できませんのでアドレス設定は不要です。
管理人室リモコン使用時は、必ずペアリモコン接続し、主従設定にて「主リモコン」と
「管理人室リモコン」に設定してください。主リモコンは管理人室用として使用できませ
ん。
管理人室リモコンはどの室内ユニットに接続しても構いません。

管理人室
リモコン MA
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(1) Yシリーズ(R32冷媒)の場合
• 遮断弁のTB3側には空調機以外のM-NET機器を接続することはできません。
• 遮断弁のTB3側に接続できる室内ユニットは8台までです。

• 単一冷媒システムの場合（室内外手動アドレス立上げ)

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OS)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) ロスナイ(LC1)

M-NET
(室内外伝送線)

MAリモコン

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

MAリモコンフロンガス
警報器

フロンガス
警報器

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC4) ロスナイ(LC2)

MAリモコン MAリモコン

MAリモコン
 (管理人室リモコン)

52 51 01 02 30

21

TB3TB2◎ ◎

遮断弁キット(SV1)

00(自動割当)

TB3TB2◎ ◎

遮断弁キット(SV2)

00(自動割当) 22 31

ロスナイリモコン

ロスナイリモコン

CN41CN41

居室A

居室B

管理人室
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• 集中管理用伝送線にシステムコントローラーを接続し、給電ユニットから給電した場合

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット
(OS1)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) ロスナイ(LC1)

M-NET
(室内外伝送線)

M-NET
(集中管理用伝送線)

MAリモコン

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット
(OC1)

MAリモコンフロンガス
警報器

フロンガス
警報器

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC4) ロスナイ(LC2)

MAリモコン MAリモコン

MAリモコン
 (管理人室リモコン)

MAリモコン
 (管理人室リモコン)

52 51 01 02 30

21

TB3TB2◎ ◎

遮断弁キット(SV1)

00(自動割当)

TB3TB2◎ ◎

遮断弁キット(SV2)

00(自動割当) 22 31

ロスナイリモコン

ロスナイリモコン

CN41CN41

TB3TB7◎ ◎

○○

室外ユニット
(OS2)

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット
(OC2)

72 71
CN41CN41

00
CN21

なし

居室A

居室B 冷媒系統2

冷媒系統1

管理人室TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C
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[2] R32冷媒 FITマルチ
R32冷媒FITマルチの接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。

( )内の数値は、工場出荷時設定です。

• ME(M-NET)リモコンは使用できません。
• PAC-SF50AT*は使用できません。
• フロンガス警報器の接続可能台数は1～8台です。
• フロンガス警報器用インターフェースのTB3に接続できる室内ユニットは８台までです。
• フロンガス警報器を使用する場合は、MAコンパクトリモコン、MAスムースリモコン、ワイヤレスリモ
コンが使用可能です。

• 遮断弁キットの接続はできません。
• その他の制約事項については、「R32冷媒対応 施工/サービスマニュアル」も合わせてご参照ください。

ユニットまたはコントローラ 記号 M-NET1系統内の
最大接続台数

M-NETアドレス
設定範囲 M-NETアドレス決定方法

ビル用マルチエアコン IC 50 01～50
(00)

同一グループ内の親機にしたい室内ユニット
を最も若いアドレスにし、同一グループ内の
他の室内ユニットアドレスを連番に設定して
ください。

室外ユニット(遮断弁内蔵) OC 50 51～100
(00)

同一冷媒系統内の室内ユニットの中で最も若
いアドレス+50に設定してください。

フロンガス警報器用インターフェース FGAIF 8 151～200
(00)

同一冷媒系統内の室外ユニットアドレス
+100から連番に設定してください。

MAリモコン
(警報機として使用する場合は
PAR-46MAをご使用ください)

MA

M-NETには接続できませんのでアドレス設定は不要です。
管理人室リモコン使用時は、必ずペアリモコン接続し、主従設定にて「主リモコン」
と「管理人室リモコン」に設定してください。主リモコンは管理人室用として使用
できません。
管理人室リモコンはどの室内ユニットに接続しても構いません。

TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OC)

室内ユニット(IC2) 室内ユニット(IC3)

M-NET
(室内外伝送線)

MAリモコンMAリモコン

フロンガス
警報器

フロンガス
警報器

MAリモコン

MAリモコン
(管理人室リモコン)

51 02
TB15TB5◎ ◎

センサー内蔵
室内ユニット(IC1)

01 03
TB3TB2◎ ◎

フロンガス警報器用
インターフェース

151
CN41

管理人室

部屋1 部屋2 部屋3
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[3] ビル用マルチエアコン
ビル用マルチエアコンの接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。
• R32冷媒を使用している機器の場合は、「3-2-2. [1] R32冷媒 ビル用マルチエアコン（33ページ）」を
参照してください。

( )内の数値は、工場出荷時設定です。

• MEリモコンとMAリモコンを併用することはできません。ただし、システムコントローラ―で集中管理す
る場合は、別のグループで使用する場合に限り併用可能です。

• リモコン端子台には配線は1本しか接続できず、端子台での渡り配線はできません。

ユニットまたはコントローラ 記号 M-NET1系統内の
最大接続台数

M-NETアドレス
設定範囲

M-NETアドレス
決定方法

室内ユニット IC 50 01～50
(00)

同一グループ内の親機にしたい室内ユニット
を最も若いアドレスにし、同一グループ内の
室内ユニットアドレスを連番に設定してくだ
さい。

室外ユニット

親機 OC

50 51～100
(00)

同一冷媒回路系室外ユニットのアドレスは連番
に設定してください。
同一冷媒回路系の室外ユニットのOC，OS1，
OS2は自動判別され、能力の大きな順(能力が
同一の場合はアドレスの若い順)にOC，OS1，
OS2となります。

子機 OS

分流コントローラ

親機 BC

50 51～100
(00)

分流コントローラを接続する室外ユニットア
ドレス＋1に設定してください。

子機 BS
分流コントローラ子機に接続する室内ユニッ
ト内の最も若いユニットアドレス＋50に設定
してください。

MEリモコン
主リモコン

ME
50 101～150

(101)
同一グループ内の最も若い室内ユニットアド
レス＋100に設定してください。

従リモコン 50 151～200
(101)

主リモコンのアドレス＋50に設定してくださ
い。

MAリモコン MA M-NETには接続できませんのでアドレス設定は不要です。
1グループに2台まで接続可能です。
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(1) Yシリーズの場合
• 単一冷媒システムの場合（室内外手動アドレス立上げ)

• 集中管理用伝送線にシステムコントローラーを接続し、給電ユニットから給電した場合

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OS)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) ロスナイ(LC1)

M-NET
(室内外伝送線)

MAリモコン
(主)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

MAリモコン

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC4) ロスナイ(LC2)

MAリモコン

グループ グループ

グループ

MAリモコン
(従)

52 51 01 02 30

11 12 31

ロスナイリモコン

ロスナイリモコン

CN41CN41

････

････

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OS1)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) ロスナイ(LC1)

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC4) ロスナイ(LC2)

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC1)

MAリモコン

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

MAリモコン

グループ グループ

グループ

TB3TB7◎ ◎ TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OS2) 室外ユニット(OC2)

TB2◎

給電ユニット

M-NET
(集中管理用伝送線)

CN4１
52 51

CN4１

01 02 30

11 12 31
CN4１

62 61
CN4１

冷媒系統1

冷媒系統2

ロスナイリモコン

ロスナイリモコン

MAリモコン
(主)

MAリモコン
(従)

････

････

00
CN21

なし
TB3◎

AE-C/EW-C

M-NET
(室内外伝送線)
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(2) R2シリーズの場合
• 単一冷媒システムの場合（室内外手動アドレス立上げ）

• システムコントローラーを接続した場合

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OS)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) ロスナイ(LC1)

M-NET
(室内外伝送線)

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

MAリモコン

TM4TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC4) ロスナイ(LC2)

MAリモコン

グループ

グループ グループ

52 51 300201

312221

TB2◎

BC

TB2◎

BS

53

71

ロスナイリモコン

ロスナイリモコン

CN41 CN41

MAリモコン
(主)

MAリモコン
(従)

TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OS1)

室内ユニット(IC1)

MAリモコン
(主)

MAリモコン
(従)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC1)

MAリモコン

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3)

MAリモコン

グループ

室内ユニット(IC2)

室内ユニット(IC4)

グループ

グループ

TB3TB7◎ ◎ TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OS2) 室外ユニット(OC2)

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

M-NET
(集中管理用伝送線)

52 51

72 71 20

11

21

12

冷媒系統1

冷媒系統2

TB2◎

TB2◎

分流コントローラ
(BC)

53

73

CN41 CN41

CN41 CN41

分流コントローラ
(BC)

TM4TB5◎ ◎

ロスナイ(LC1)

30

ロスナイリモコン

TM4TB5◎ ◎

ロスナイ(LC2)

31

ロスナイリモコン
00

CN21

なし

M-NET
(室内外伝送線)

M-NET
(室内外伝送線)
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(3) MEリモコンを用いた接続例

• MAリモコン、MEリモコン、システムコントローラーを接続したシステム接続例

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OS)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) ロスナイ(LC1)

M-NET
(室内外伝送線)

MEリモコン MEリモコン MEリモコン

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC4) ロスナイ(LC2)

52 01

11

51 02 30

12 31

111 112 162

MEリモコン

101

ロスナイリモコン

ロスナイリモコン

グループ

グループ グループ

CN41CN41

TB15TB5◎ ◎

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OS1)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) ロスナイ(LC1)

M-NET
(室内外伝送線)

MEリモコン

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC1)

MEリモコン

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC5)室内ユニット(IC4)

MAリモコン

グループ

TB3TB7◎ ◎ TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OS2) 室外ユニット(OC2)

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

M-NET
(集中管理用伝送線)

52 01

11

02

12

30

1362

51

61

冷媒系統1

冷媒系統2

TB15TB5◎ ◎

ロスナイ(LC2)

31

MEリモコン
(主)

M-NET
(室内外伝送線)

101 102

113

ロスナイリモコン

ロスナイリモコンMEリモコン
(従)

163

CN41

CN41

CN41

CN41

00
CN21

なし
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[4] 設備PAC
設備PACの接続台数とM-NETアドレス範囲を以下に示します。

(1) 室外ユニット組合せ機種のグルーピング設定の場合 
＜室内ユニット基板：室外ユニット台数　1：2、1：3＞
設備用パッケージエアコン（ファシレアDD）PFHV-P1400DMJ*＜1：3＞とPFHV-P670DMJ*＜
1：2＞の例

No. アドレス 設定内容 参照先
※1 補足説明

1 [01] 室内ユニットのアドレスを設定※2 ー

2 [51] 組合せ室外ユニット(親機)のアドレスを設定 ⑥ 能力の大きい室外ユニットへ室内ユニットアドレス01
に＋50

3 [52][53] 組合せ室外ユニット(子機)のアドレスを設定 ⑦ 親機の室外ユニットアドレス51に+1、+2(連番)
4 [04] グループ設定したい室内ユニットのアドレスを設定 ① 室内ユニットのアドレス01に+3

5 [54] 組合せ室外ユニット(親機)のアドレスを設定 ⑥ 能力の大きい室外ユニットへ室内ユニットアドレス04
に＋50

6 [55] 組合せ室外ユニット(子機)のアドレスを設定 ⑦ 親機の室外ユニットアドレス54に+1(連番)

TB3TB7◎ ◎ TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OC1)

PFHV-P1400MJ1

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OS1)

51 52 01
TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OS2)

53

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC2)

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OS3)

54 55
TB15TB5◎ ◎

PFHV-P670DMJ1

04

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

M-NET
(集中管理用伝送線)

CN41 CN41

CN41 CN41 CN41

00
CN21

なし

MAリモコン

MAリモコン
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(2) 複数冷媒系統システム※3搭載機種の場合 ＜室内ユニット基板：室外ユニット台数　2：4＞
設備用パッケージエアコン(ファシレアDD60馬力)PFHV-P1600DMJ1の例

※ 制御基板No.2[07]と室外ユニットOC2[58]は同一冷媒であるが、+50規則は当てはまらない。<P1600 DMJ1の場合の注記③
⑧参照>

No. アドレス 設定内容 参照先
※1 補足説明

7 [06] No.1系統(制御基板1)の室内ユニットアドレスを
設定※2 ー アドレス02、03、05は室外ユニット+50の設定で

52、53、55を上記(1)で使用済のため

8 [07]※ No.2系統(制御基板2)の室内ユニットアドレスを
設定 ③ No.1系統の室内ユニットアドレス+1

9 [56][57] No.1系統に接続している室外ユニットのアドレス
を設定 ⑧ No.1系統の室外ユニットへ能力の大きい順に室内ユ

ニットアドレス06に+50、+51

10 [58]※[59] No.2系統に接続している室外ユニットのアドレスを設定 ⑧
No.2系統の室外ユニットへ能力の大きい順にNo.1系統
の室外ユニットアドレスの最も大きいアドレス57に
+1、+2

TB3TB7◎ ◎

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

56 57

TB3TB7◎ ◎

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

58 59

IC

06

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

TB5-1◎

07

制御基板No.1

制御基板No.2

M-NET
(集中管理用伝送線) TB15TB5-2◎ ◎

MAリモコン

室外ユニット(OS1) 室外ユニット(OC1)

室外ユニット(OS2) 室外ユニット(OC2)

CN41 CN41

CN41 CN41

00
CN21

なし
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(3) 複数冷媒系統システム※3搭載機種の場合 ＜室内ユニット基板：室外ユニット台数　2：2、3：3、
4：4＞
設備用パッケージエアコン（60馬力）PFHV-P1600DM-E1の例

No. アドレス 設定内容 参照先
※1 補足説明

11 [10] No.1系統(制御基板No.1)の室内ユニットアドレ
スを設定※2 ー アドレス08、09は室外ユニット+50の設定で58、

59を上記(2)で使用済のため

12 [11][12][13] 複数の制御基板(No.2,3,4)を搭載した室内ユニットアドレスを設定 ② No.1系統(制御基板1)の室内ユニットアドレス10の
連番で制御基板No.順に +1、+2、+3

13 [60] No.1系統に接続している室外ユニットのアドレ
スを設定 ⑥ No.1系統の能力の大きい室外ユニットへ最も若い室

内ユニットアドレス10に+50
14 [61][62][63] 組合せ室外ユニットのアドレスを設定 ⑧ 室外ユニットアドレス60の連番 +1、+2、+3

60 61

62 63

11

13

制御基板No.2

制御基板No.4

IC

10
制御基板No.1

12
制御基板No.3

TB5-1◎

TB15TB5-2◎ ◎

TB3TB7◎ ◎

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

TB3TB7◎ ◎

M-NET
(室内外伝送線)

TB3TB7◎ ◎

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

M-NET
(集中管理用伝送線)

MAリモコン

室外ユニット(OS1) 室外ユニット(OC1)

室外ユニット(OS2) 室外ユニット(OC2)

CN41 CN41

CN41 CN41

00
CN21

なし
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(4) スマートデフロスト設定をご使用の場合 ＜PFHV-HP224, PFHV-HP280DMJのみ＞

※1 設備用パッケージエアコンのアドレス設定表の項目「M-NETアドレス決定方法」の番号を示します。
※2 M-NET1系統内で他のユニットのアドレスと重ならないように設定してください。
※3 複数冷媒系統システムとは１台の室内ユニットから２系統の冷媒を接続しているシステムです。

No. アドレス 設定内容 参照先
※1 補足説明

15 [14][17][20] スマートデフロスト設定(3台)する室内ユニットアドレスを設定※2 ④ 室内ユニット(親機)のアドレスを14、子機アドレスを
親機アドレスの+3、+6

16 [64][67][70] スマートデフロスト設定(3台)する室外ユニットアドレスを設定 ⑥⑩ 室内ユニット(親機、子機)アドレスに+50

17 [15][18] スマートデフロスト設定(2台)する室内ユニット
アドレスを設定※2 ④ 室内ユニット(親機)のアドレスを15、子機アドレスを

親機アドレスの+3

18 [65][68] スマートデフロスト設定(3台)する室外ユニット
アドレスを設定 ⑥⑩ 室内ユニット(親機、子機)アドレスに+50

TB3TB7◎ ◎

TB15TB5◎ ◎

室外ユニット(OC)

IC1

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

64 67

14

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

70
TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット(OC)

65 68
TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

TB15TB5◎ ◎

IC2

17
TB15TB5◎ ◎

IC3

20
TB15TB5◎ ◎

IC4

15
TB15TB5◎ ◎

IC5

18

MAリモコン MAリモコン
(主)

MAリモコン
(従)

MAリモコン MAリモコン MAリモコン

M-NET
(集中管理用伝送線)

スマートデフロスト3系統 スマートデフロスト2系統

+3 +6

+3 +6

+3

+3

CN41 CN41 CN41 CN41 CN4100
CN21

なし
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空調機（設備用パッケージエアコン）の接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。

※1 最大接続台数は制御基板の枚数によりカウントしてください。
※2 ( )内の数値は、工場出荷時設定です。
※3 容量により子機が2台以上ある場合があります。
※4 室外ユニットのアドレスを“100”に設定する場合は“50”としてください。(アドレス設定用スイッチは２桁のため)アドレスの設定は、下記例のよ

うに10 の位と1 の位の組合わせになります。
(例)アドレス“41”は、10 の位：“4”、1 の位：“1”

※6 年間冷房中温機種(PFHV-P DMJ(1)の年間冷房設定)の場合で、環境用計測コントローラに4-20mAアナログ入力によって圧縮機容量制御を行う際、
環境用計測コントローラのアドレスを1～50の範囲で設定し、手元リモコンを使って制御する室外アドレスに環境用計測コントローラのアドレスを登
録してください。

ユニットまたはコントローラ 記号 M-NET1系統内の
最大接続台数※1

M-NETアドレス
設定範囲※2 M-NET アドレス決定方法

室内
ユニット

設備用
パッケージ
エアコン

親機、
子機 IC 50

01～50
(P224～1400形: 

00)
(P265～1600-F形: 

00)
(P1600形: 
No.1=01, 
No.2=02)

① グループ設定する場合
同一グループ内の親機にしたい室内ユニットを最も若いアドレスに
し、同一グループ内の室内ユニットアドレスを連番に設定してくださ
い。
(室外ユニットが組合せ機種の場合、室外ユニット+台数分のアドレ
ス設定をグループ設定したい室内ユニットアドレスにしてください)
(PFAHV-P1600DMJ1除く)

② 複数の制御基板を搭載した機種の場合
室内ユニット内には、2枚/3枚/4枚の室内コントローラー (制御基
板)を搭載した機種があります。
No.2基板のアドレスは「No.1基板アドレス＋1」に、No.3基板のアド
レスは「No.1基板アドレス＋2」に、No.4基板のアドレスは「No.1基
板アドレス＋3」に必ず設定してください。

③ <PFHV-P1600 DMJ1の場合>
No.2系統の室内アドレスは、No.1系統の室内アドレス+1に設定し
てください。
正しくアドレスを設定しない場合、正常に動作しません。

④ スマートデフロスト設定の場合<PFHV-HP224/280DMJのみ>
スマートデフロスト設定時の室内ユニットのアドレスは、2系統の場
合は親機IC のアドレス＋3、3系統の場合は親機ICのアドレス＋3、
＋6に設定してください。

⑤ <天吊形機種の場合>
同一グループ内の機能が最も多い室内ユニットを親機としてくださ
い。

MAリモコン MA M-NET接続
以外の機器

M-NETには接続できませんのでアドレス設定は不要です。
1グループに2台まで接続可能です。

室外
ユニット

設備用
パッケージ
エアコン
※5

親機 OC

50 51～100※4
(00)

⑥ 同一冷媒回路系統の最も若い室内ユニットアドレス＋50に設定して
ください。

⑦ 同一冷媒回路系統の室外ユニットのアドレスは能力の大きい順に連番
で設定してください。
なお、同一冷媒回路系統の室外ユニットは、能力の大きな順
(能力が同一の場合はアドレスの若い順)にOC，OS1，OS2となり
ます。

⑧ 複数冷媒系統システムの場合 <PFHV-P1600DMJ1/DM-E1のみ>
No.1側冷媒系統の室外ユニットアドレスは、No.1側室内ユニットア
ドレス+50、+51と設定してください。
No.2側冷媒系統の室外ユニットアドレスは、No.1側室外アドレスの
最も大きいアドレスに+1、+2を足したアドレスに設定してくださ
い。

⑨ 複数冷媒系統システムの場合 
<PFHV-HP(RP)450・560DMJ/670・800CM-Eのみ>
No.1 側冷媒系統の室外ユニットアドレスは、No.1側室内ユニット
アドレス+50と設定してください。
No.2側冷媒系統の室外ユニットアドレスは、No.1側室外アドレスに
+1を足したアドレスに設定してください。
No.3 側冷媒系統の室外ユニットアドレスは、No.1側室外アドレス
に+2を足したアドレスに設定してください。(670・800形のみ)

⑩ スマートデフロスト設定の場合<PFHV-HP224/280DMJのみ>
スマートデフロスト設定時の室外ユニットのアドレスは、2系統の場
合は親機OC のアドレス＋3、3系統の場合は親機OCのアドレス＋
3、＋6に設定してください。

子機
※3 OS

10の位
0 1

2

3
456

7

8
9

1の位
0 1

2

3
456

7

8
9
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[5] 店舗・事務所用パッケージエアコン

M-NET接続用アダプタ(室外機接続)の場合

M-NET接続用インターフェース(室内機接続)の場合

ユニットまたはコントローラ 記号 M-NET1系統内の
最大接続台数

M-NETアドレス
設定範囲

M-NETアドレス
決定方法

室内ユニット

A制御スリム機種
(M-NET接続用アダプタ・
M-NET接続用
インターフェースによる接続)

AIC 50 01～50

同一グループ内の親機にしたい室内
ユニットを最も若いアドレスにし、
同一グループ内の室内ユニットアド
レスを連番に設定してください。

◎

室内ユニット(IC1)

グループ

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C 室外ユニット(AIC1)
M-NET接続用
アダプタ

MAリモコン

◎

室内ユニット(IC2)

室外ユニット(AIC2)

01

M-NET接続用
アダプタ

02

M-NET
(集中管理用伝送線)

00
CN21

なし

グループ

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C
室内ユニット(IC1)

M-NET接続用
インターフェース

室内ユニット(IC2)
M-NET接続用
インターフェース

MAリモコン

M-NET
(集中管理用伝送線)

00
01

02

CN21

なし
TB520◎

TB520◎

室外ユニット(OC1)

室外ユニット(OC2)

◎

◎
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[6] 換気送風機

※1　( )内の数値は、工場出荷時設定です。

システム構成図は、「3-2-2. [3] ビル用マルチエアコン（37ページ）」を参照してください。

ユニットまたはコントローラ 記号 M-NET1系統内の
最大接続台数

M-NETアドレス
設定範囲※1

M-NETアドレス
決定方法

換気送風機

ロスナイ
(フリープラン対応形)

LC

50 01～50
(00)

同一グループ内の親機にしたい室内
ユニットを最も若いアドレスにし、
同一グループ内の室内ユニットアド
レスを連番に設定してください。

業務用単独加湿ユニット
(フリープラン対応形)
換気扇・ロスナイ
(換気関連機器用フリープラン
アダプタによる接続)
エアー搬送ファン
(送風機用フリープランアダプタ
による接続)

外気処理ユニット
(加熱加湿付直膨タイプ)

属性IC
(設定) IC

属性FU
(設定) FU 左記アドレス範囲で任意に設定して

ください。

お知らせ
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[7] DT-R
DT-Rの接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。
DT-Rは、ユニット1台にM-NETアドレス設定が必要な制御基板が2枚あります。本書では、アドレス設定が
必要な基板の記号を「CH」と「CL」と表記します。
DT-RはCHとCLの組合せでユニット1台となります。

※1 ( )内の数値は、工場出荷時設定です。

(1) システム構築
1)DT-R標準システム制御例
• 概要

2)配線とディップスイッチ設定

ユニット 記号 最大
接続台数

M-NETアドレス
設定範囲※1 アドレス決定方法

① 系統代表機(メイン)
(かつ同時運転グループ代表機(メイ
ン))

CH

24台

1～50
(01)

同一系統内の系統代表機(メイン)を最も若いアドレス
にします。

② 系統代表機(メイン)に接続された同
時運転グループ子機(メイン)

系統代表機(メイン)で設定したアドレスから連番とし
ます。(同時運転グループは最大6台です)

③ 同時運転グループ代表機(メイン) 同時運転グループ内の代表機(メイン)を最も若いアド
レスにします。

④ 同時運転グループに接続された子機
(メイン)

同時運転グループ代表機(メイン)から連番とします。
(同時運転グループは最大6台です)

⑤ 系統代表機(サブ)
同時運転グループ代表機(サブ) CL 51～100

(51)

系統代表機(メイン)または同時運転グループ代表機
(メイン)で設定したアドレス＋50とします。

⑥ 子機(サブ) 子機(メイン)で設定したアドレス＋50とします。
⑦ 手元リモコン － － アドレス設定は不要です。

系統

水配管の括りを「系統」と呼び、「冷房系統」、「暖房系統」があります。
運転指令は「冷房系統」、「暖房系統」各系統毎に入力します。
1つの系統内にDT-Rを「冷房系統」、「暖房系統」合計で24ユニット接続可能です。
同一系統に接続するユニットは同馬力としてください。

系統代表機
（兼：同時運転グループ代表機）

操作指令を受け系統内の制御を行うユニットです。
系統内の同時運転グループ代表機に対して操作指令を送信します。

同時運転グループ

共通の一次ポンプに接続して同時に運転するユニットの集合を「同時運転グループ」と呼び
ます。台数制御は同時運転グループごとに行います。
同時運転グループ内には最大6ユニットを接続可能です。
(台数差：1.5倍までは運転可能です。)

同時運転グループ代表機
同時運転グループ内の代表機を「同時運転グループ代表機」と呼びます。
同時運転グループ内の代表機は系統代表機からの指令を受け、グループ内の子機へ展開しま
す。

子機 同時運転グループ内で、同時運転グループ代表機ではないユニットを「子機」と呼びます。
子機は同時運転グループ代表機の指令を受け、運転します。

◎ ◎◎

M-NET
(同時運転グループ内の子機間)

01
(CH)

M-NET
(同時運転グループ代表機間)

③子機①系統代表機

M-NET
(同時運転グループ内の子機間)

②同時運転グループ代表機 ③子機

CN41 CN41

CN41 CN41

CN41 CN41

CN41 CN41

MAリモコン

◎ ◎◎

◎ ◎◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎◎

◎ ◎◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎◎

51
(CL)

02
(CH)

52
(CL)

03
(CH)

53
(CL)

04
(CH)

54
(CL)

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

00
CN21

なし

標準仕様制御 DIP SW 設定 (CHのみ )

①系統代表機

②同時運転グループ代表機

③子機

SW2-2 ON
SW2-3 ON
SW2-2 ON
SW2-3 OFF
SW2-2 OFF
SW2-3 OFF
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(2) 冷暖混在システム制御
1)概要

• 

定義と制約事項
1) 冷暖混在システム制御時は、必ず、AE-C/EW-Cを冷房代表機に接続してください。
各ユニットをM-NETで接続する場合、全ユニットを集中管理伝送線に接続してください。

2) 冷房および暖房代表機は、必ず下記のアドレスを設定してください。
• 冷房代表機の場合CH: アドレス＝１、CL：アドレス＝51
• 暖房代表機の場合CH: アドレス＝25、CL：アドレス＝75

3) エネルギー管理データ出力において
標準システムの系統代表が出力する系統ごとのデータは、冷房、暖房代表機および同時運転グループ代表
機の各系統毎の出力となります。

2)配線とディップスイッチ設定

運転代表機

冷暖混在制御時に必要なユニット設定です。各運転モード毎に「冷房代表機」、「暖房代表
機」と呼びます。運転指令の入力を受け、運転代表機は同一運転モード（冷房/暖房）の同
時運転グループ代表機に運転指令を送信します。
DT-RはCHとCLの組合せでユニット1台となります。

冷房代表機(兼：同時運転グループ代表機) 運転指令の入力を受け、冷房系統内ユニットを制御するユニット
暖房代表機(兼：同時運転グループ代表機) 運転指令の入力を受け、暖房系統内ユニットの制御するユニット
同時運転グループ代表機 冷/暖いずれかの指令を受け、冷房代表機または暖房代表機の指令を受け運転するユニット

子機 同時運転グループ代表機からの指令を受け運転するユニット
1ユニット毎にグループ登録します。

◎ ◎◎

M-NET
(同時運転グループ内の子機間)

01
(CH)

M-NET
(同時運転グループ代表機間)

子機①冷房代表機

②同時運転グループ代表機

CN41 CN41

CN41 CN41

CN41 CN41

MAリモコン

◎ ◎◎

◎ ◎◎ ◎ ◎◎ ◎ ◎◎

◎ ◎◎

MAリモコン

51
(CL)

02
(CH)

52
(CL)

03
(CH)

53
(CL)

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

CN41 CN41

◎ ◎◎ ◎ ◎◎

MAリモコン

25
(CH)

75
(CL)

③暖房代表機

00
CN21

なし

冷暖混在制御 DIP SW 設定 (CHのみ )

運転代表機

全てのユニット

①冷房代表機
③暖房代表機

②同時運転グループ代表機

SW2-2 ON
SW2-4 ON

SW2-3 ON
アドレス 01(CH)/51(CL) 固定
アドレス 25(CH)/75(CL) 固定
SW2-2 ON
SW2-3 ON

子機
SW2-2 ON
SW2-3 OFF
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[8] 給湯機

[9] 低温機器

※1 ( )内の数値は、工場出荷時設定です。

ユニットまたはコントローラ 記号 最大
接続台数

M-NETアドレス
設定範囲 M-NETアドレス決定方法

給湯機 CE 24 1～50

同一系統内のセンサ代表機にしたい給湯
機を最も若いアドレスに、また、同一系
統内の給湯機アドレスを連番に設定して
ください。 (1系統は最大16台まで）

手元リモコン 給湯リモコンのアドレス設定は不要です。

ユニットまたはコントローラ 記号 最大
接続台数

M-NETアドレス
設定範囲※1

M-NETアドレス
決定方法

クオリティコントローラ

親機・メイン CC

50 1～50
(01)

同じグループ内のクオリティコント
ローラ(メイン)を最も若いアドレス
にし、同一グループ内の残りのクオ
リティコントローラ(サブ)に連番で
アドレスを設定します。

子機・メイン CS

親機・サブ CC

コンデンシングユニット

親機 OC 32 151～182
(151)

冷媒系統内のクオリティコントロー
ラの中で最も若いアドレス+150
に設定します。182を超えた場合
は151～182の範囲内の空きアド
レスに入れてください。

子機1 OS1 32 183～214 冷媒系統内のコンデンシングユニッ
ト子機は、親機のアドレスにより自
動設定されるため、アドレス設定不
要です。子機2 OS2 32 215～246

• R410Aインバータ二段スクリュークーリ
ングユニットAFSV-SN
• R410Aインバータ二段スクリューコンデ
ンシングユニットMSAV-SN
• R410Aホットガスデフロスト対応スク
ロールクーリングユニットAFSV-EN

OC 32 151～182
(151)

冷媒系統内のクオリティコントロー
ラの中で最も若いアドレス＋150
に設定します。182を超えた場合
は151～182の範囲内の空きアド
レスに入れてください。

手元リモコン － － アドレス設定は不要です。

M-NET
(集中管理用伝送線)

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

TB3TB7◎ ◎

コンデンシングユニット クオリティコントローラ

低温用
MAリモコン

151
CN41

TB3TB7◎ ◎

コンデンシングユニット

M-NET
(室内外伝送線)

151
CN41

クオリティコントローラ

0201

低温用
MAリモコン

ユニット
クーラ

ユニット
クーラ

◎◎ ◎◎

00
CN21

なし
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[10]除湿機

[11]ブラインクーラ(DT-R)
ブラインクーラの接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。
ブラインクーラはCHとCLの組合せでユニット1台となります。

※1 ( )内の数値は、工場出荷時設定です。

[12]ファンコイルユニット
ファンコイルユニットの接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。

ユニットまたはコントローラ 記号 最大
接続台数

M-NETアドレス
設定範囲

M-NETアドレス
決定方法

除湿機 DU 50 1～50
左記アドレス範囲で任意。ただし、他のユニット
のアドレスと重ならないように設定してくださ
い。(1グループは最大4台まで)

手元リモコン － － アドレス設定は不要です。

ユニット 記号 最大
接続台数

M-NETアドレス
設定範囲※1 アドレス決定方法

① 系統代表機(メイン)
(かつ同時運転グループ代表機
(メイン))

CH

24台

1～50
(01)

同一系統内の系統代表機(メイン)を最も若
いアドレスにします。

② 系統代表機(メイン)に接続さ
れた同時運転グループ子機
(メイン)

系統代表機(メイン)で設定したアドレスか
ら連番とします。(同時運転グループは最大
6台です)

③ 同時運転グループ代表機
(メイン)

同時運転グループ内の代表機(メイン)を最
も若いアドレスにします。

④ 同時運転グループに接続され
た子機(メイン)

同時運転グループ代表機(メイン)から連番
とします。
(同時運転グループは最大6台です)

⑤ 系統代表機(サブ)
同時運転グループ代表機
(サブ) CL 51～100

(51)

系統代表機(メイン)または同時運転グルー
プ代表機(メイン)で設定したアドレス＋50
とします。

⑥ 子機(サブ) 子機(メイン)で設定したアドレス＋50とし
ます。

⑦ 手元リモコン － － アドレス設定は不要です。

ユニットまたは
コントローラ 記号 最大

接続台数
M-NETアドレス
設定範囲

M-NETアドレス
決定方法

ファンコイルユニット(FCU) IC 50 01～50

同一グループ内の親機にしたいファンコイルユニッ
トを最も若いアドレスにし、同一グループ内のファ
ンコイルユニットアドレスを連番に設定してくださ
い。

MAリモコン MA － アドレス設定は不要です。(ただし、2リモコン運転をする場合は主従
設定が必要です)
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[13]水冷式パッケージエアコン
水冷式パッケージエアコンの接続台数とM-NETアドレスの範囲を以下に示します。

[14]システムコントローラ

※1 ( )内の数値は、工場出荷時設定です。
※2 同時ツイン、スリー、フォー機種の場合を含め、M-NET接続用アダプタ1台に1アドレスを設定してく
ださい。 同時ツイン、スリー、フォー機種の場合を含め、M-NET接続用インターフェース1台に1アド
レスを設定してください。

※3 M-NET1系統に接続できるシステムコントローラの台数には制約があります。

ユニットまたは
コントローラ 記号 最大

接続台数
M-NETアドレス
設定範囲

M-NETアドレス
決定方法

水冷式パッケージエアコン
(MB) IC 50 01～50

同一グループ内の親機にしたい水冷式パッケージエ
アコンを最も若いアドレスにし、同一グループ内の
水冷式パッケージエアコンアドレスを連番に設定し
てください。

MAリモコン MA － アドレス設定は不要です。(ただし、2リモコン運転をする場合は主従
設定が必要です)

ユニットまたはコントローラ M-NET1系統内の
最大接続台数

M-NETアドレス
設定範囲※1

M-NETアドレス
決定方法

システム
コントローラ

空調冷熱総合管理
システム

1
※3

0, 201～250 
(0)

0に設定してください。

システムリモコン
※3 0, 201～250 

(0)

左記アドレス範囲で任意に設定してくださ
い。

ON/OFFリモコン 管理したい最小グループNo＋200に設定し
てください。
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(1) システムコントローラの場合

(2) システムリモコン、ON/OFFリモコンの場合

TB3◎ ◎TB3 TB7◎ ◎TB3 TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15

室外ユニット(OC1) 室外ユニット(OS1)

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) 室内ユニット(IC3)

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC2)

室内ユニット(IC4) 室内ユニット(IC5) 室内ユニット(IC6)

TB3◎

システムコントローラ

MEリモコン MEリモコン

MEリモコン MEリモコン

CN41

CN41

CN41

TB2◎

給電ユニット
CN21

なし

TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15

51 52 01

101

111 112

103

02 03

11

00

12 1361

TB3◎ ◎TB3 TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC1) 室外ユニット(OS1)

TB7◎ ◎TB3

室外ユニット(OC2)

TB3◎

システムリモコン

MEリモコン MEリモコン

CN41

CN41

CN41

TB2◎

給電ユニット

TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2) 室内ユニット(IC3)

室内ユニット(IC4) 室内ユニット(IC5) 室内ユニット(IC6)

MEリモコン MEリモコン

TB5◎ ◎TB15

ON/OFFリモコン

◎ TB5◎ ◎TB15 TB5◎ ◎TB15

51 52 01

00

101 103

02 03

11201

111 112

12 1361
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[15]その他の関連機器

※1 ( )内の数値は、工場出荷時設定です。
※2 汎用DC1台(1つのM-NETアドレス)につき、最大6接点(ON/OFFリモコンは1接点)利用できます。
※3 Modbus通信式電力量計を使用する場合には、計量MC1台分としてカウントされます。

(1) 汎用(66)DCの場合

(2) 計量(60)MCの場合

ユニットまたはコントローラ 記号 M-NET1系統内の
最大接続台数

M-NETアドレス
設定範囲※1

M-NETアドレス
決定方法

その他の
汎用機器

汎用(66)DC DC 50※2
01～50
(00)

左記アドレス範囲で任意に設
定してください。計量(60)MC MCP 15※3

環境(63)MC MCT 50

PAC-YG66DC*
汎用

インターフェース

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット

M-NET
(集中管理用伝送線)

M-NET
(室内外伝送線)

最大6台

CN16CN17◎ ◎
DC24V
電源

換気扇、照明
ほか

CN16CN17◎ ◎
DC24V
電源

CN21

なし

集中管理用伝送線に接続する場合

室内外伝送線に接続する場合

CN41

PAC-YG66DC*
汎用

インターフェース

換気扇、照明
ほか

(1) (2) (3) (4)

最大6台
(1) (2) (3) (4)

(1) 運転/停止（レベル）出力， 運転（パルス）出力
(2) 停止（パルス）出力
(3) 運転状態（レベル）入力
(4) 異常（レベル）入力
標準：端子台 ２台分
拡張：コネクタ ４台分
  合計６台分

00 51 01

10

20

02

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

00 51 01 02

20

10

TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC1) 室内ユニット(IC2)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット

M-NET
(集中管理用伝送線)

M-NET
(室内外伝送線)

パルス発信装置付
電力量計ほか

最大4点

CN16CN17◎ ◎

PAC-YG60MC*
計量用計測
コントローラ

DC24V
電源

パルス発信装置付
電力量計ほか

最大4点

CN16CN17◎ ◎

PAC-YG60MC*
計量用計測
コントローラ

DC24V
電源

CN21

なし

集中管理用伝送線に接続する場合

室内外伝送線に接続する場合

CN41
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(3) 環境(63)MCの場合

(1) (2)
(3) (4)

上下限警報
連動機器ほか

温度センサ、
湿度センサほか

(1) Ch1温度または湿度センサ入力
(2) Ch2温度または湿度センサ入力
(3) Ch1上下限警報出力
(4) Ch2上下限警報出力

PAC-YG63MC*
環境用計測
コントローラ

TB2◎

給電ユニット

TB3◎

AE-C/EW-C

00 51 01

10

20

02
TB15TB5◎ ◎TB15TB5◎ ◎

室内ユニット(IC3) 室内ユニット(IC2)

TB3TB7◎ ◎

室外ユニット

M-NET
(集中管理用伝送線)

M-NET
(室内外伝送線)

DC24V
電源

◎CN01CN02◎
DC24V
電源

CN21

なし

集中管理用伝送線に接続する場合

室内外伝送線に接続する場合

CN41

PAC-YG63MC*
環境用計測
コントローラ

◎CN01CN02◎

電源線

電源線

(1) (2)
(3) (4)

上下限警報
連動機器ほか

温度センサ、
湿度センサほか
55 MEES25W009



4. LAN接続による制御・監視台数の拡張

56MEES25W009

4. LAN接続による制御・監視台数の拡張
• AE-C/EW-C 1台で50台までの室内ユニットの制御・監視を行うことができます(下図a)。それ以上の室
内ユニットや離れた場所の空調機を管理する場合は、AE-C/EW-CをLANで接続することにより制御・監
視する台数を拡張することができます。

• AE-C/EW-CをLANで接続することで(下図b)、AE-Cの画面上で制御・監視する室内ユニットを8系統
400台まで拡張することができます。

• AE-C/EW-CのLANにPCやタブレット等を接続しブラウザを使用することで、制御・監視する範囲をAE-
C/EW-C 40台分(室内ユニットで2000台)まで拡張することができます(下図c)。

最大システム構成図

室内ユニット

室外ユニット
c

AE-C
(システムコント
ローラ1)

M-NET
M-NET

システム
コントローラ2

システム
コントローラ40

システム
コントローラ8

HUB

LAN

WiFiルータ

M-NET

M-NET
M-NET

M-NET

M-NET
M-NET

M-NET

M-NET
M-NET

M-NET

システム
コントローラ3

M-NET
M-NET

M-NET

b

a

※台数は室内ユニット換算
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5. 外部LAN接続
AE-C/EW-Cは、PCなどの機器をLANで接続して、接続台数を拡張することができます。

AE-C/EW-Cは、2つのLANポートを装備しています。
各ポートの用途は以下のとおりです。
LAN1：他のAE-C/EW-Cとの接続統合、ブラウザ用PCとの接続や初期設定ツールなど周辺ツール用PC

との接続
LAN2：上位ビル管理システム監視装置とのBACnet接続

5-1. LANによる配線長の延長
LANケーブルをスイッチングHUBを介して延長することで、AE-Cを空調機から離れた位置に設置できます。
空調機を使用している建屋とAE-Cを設置している管理人室などが離れた位置にある場合に有効です。
下記は、距離の離れたＡ棟のAE-CとB棟のEW-CをHUBを介してＬANを延長し、B棟の空調機をA棟に設置
したAE-Cで監視操作できるようにした例です。
• HUBはスイッチングHUBを使用してください。
• スイッチングHUBの接続段数に制限はありませんが、ネットワークが高負荷となった場合に発生する遅
延により、 正常に通信ができなくなることがあります。

200m以下

HUB

A棟

AE-C

拡張コントローラ
EW-C
(給電あり)

HUB

HUB

100m以下

100m以下

100m以下

100m以下

200m以下

HUB用の電源

HUB用の電源

HUB用の電源

集中管理用伝送線
室内外伝送線
LANケーブル
給電する装置

B棟

100m以下

HUB用の電源
AC100/
200V

HUB

MEES25W009.BOOK  57 ページ  ２０２５年６月１９日　木曜日　午後２時２３分



6. Modbus接続

MEES25W009.BOOK  58 ページ  ２０２５年６月１９日　木曜日　午後２時２３分
6. Modbus接続
6-1. 概要

Modbus通信に対応した電力量計を接続し、電力量データを収集することができます。

6-2. 基本設定
Modbus電力量計を本機に接続して使用するためには、以下の設定を行ってください。

電力量定時収集

RS-485 (Modbus)

AE-C/EW-C
電力量計

(Modbus (RS-485) 対応)

本機の設定

(1) Modbus接続設定
1) Modbusアドレス：1から順に設定
2) 名称：分かりやすい電力量計の名前を設定
3) 機種：接続する電力量計の機種(形名)を選択

(2) Modbus接続の設定
1) 通信速度：19200
2) ストップビット：1
3) パリティビット：EVEN

電力量計の設定

電力量計の説明書を参照し、以下の設定を行ってください。

(1) 通信設定
(2) 終端抵抗(電力量計が最終端末の場合)
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6-3. 仕様

6-4. 通信距離
Modbus接続での最大通信距離は以下のとおりです。
最大通信距離 ≦ 500m

項目 仕様

通信方式 RS-485 2線式半二重通信

同期方式 調歩同期

通信プロトコル Modbus RTU (バイナリデータ通信)

通信速度 19200 (初期値)、9600、38400、57600、115200 bps

ビット長 8 bit

ストップビット 1 (初期値)、2 bit

パリティビット EVEN (初期値)、ODD、NONE

終端抵抗
120Ω内蔵 (取り外し不可）
本機を必ず最終端末に設置する。

最終端末となる電力量計には必ず終端抵抗を付ける。

接続形態 カスケード接続 (渡り配線)
(スター型配線や途中分岐は不可)

接続台数 最大4台

設定可能アドレス 電力量計1～4固定。
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